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市区町村名 愛媛県 伊方町 

担当部署 産業建設課 観光商工室 

電話番号 （0894） 38-0211 

 

１ 取組事例名 

・ソーシャルツアーの取組 

２ 取組期間 

・平成 26年度～（継続中） 

３ 取組概要 

・観光振興として掲げている「佐田岬観光まちづくり実施計画（通称：佐田岬しあわせプロジェクト）」の

一環として実施している。観光型など従来の旅行方式ではなく「地域住民と参加者の課題を協働で解決する

プログラム」を軸に旅行商品化し展開している。 

４ 背景・目的 

・景観、食材、伝統文化など地域素材に溢れる当地域であるが、旅行客獲得競争の激化により新たな取り組

みは常にを要している。また、前述の地域の魅力は個々には素晴らしいがリピート率は必ずしも高くない側

面もあった為、「交流人口の増加及び深化」を目的に取り組みを始めている。 

５ 取組の具体的内容 

※下記のとおり 

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

・旅行者、受入側双方の課題解決や目的達成を主旨としている点。 

・ボランティア活動的とならないように相互調整及び「旅行商品化」を図る点。 

７ 取組の効果・費用 

※取組はをはじめて間もない為（同時進行中の体制固めもある為）効果については未確定であるが、見込ま

れる効果として下記の点が挙げられている。 

・高齢化等により、集落で解決が困難な課題の解決方法のひとつとして活用。 

・観光振興（誘客促進）の新しいかたちとして内外に発信。 

・参加者が深く佐田岬に関わることによるリピート率の向上 

・手広く作成している観光 PR関連予算の効率化。（地域イメージの創造・確立） 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

・解決すべき地域課題の把握整理作業の際、主旨説明が不足すると単なる「行政への要望リスト」となる可能性がある。 

・受注型旅行商品となる為、相当量の営業活動が必要となる。 

・中間支援組織の能力を向上維持すね必要がある。 

９ 今後の予定・構想 

・伊方町（佐田岬）ならではの旅行形態として確立し地域イメージ向上につなげる。 
・参加者（団体）個々の定例行事化を求めていく。（交流の深化、リピート率向上） 
・町内参加者（受入プログラム）の増加・多様化を図る。（先行事例を手本とし町内浸透を増強） 

１０ 他団体へのアドバイス 

※上記８記述について調整しながら推進を要する。 
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